The Lepidopterological Society of Japan 





Vol. XV, Pt. 4, 1964 


と 史 か ge 


(Transactions of the Lepidopterological Society of Japan) 





九州 





彦山 で 採集 され た 日 本 未 記 録 の ヤ が 数 種 


繁 郎 リ 


KN 


On some unrecorded species of the Noctuidae collected by Dr. H. Kusoko on 


Mt. Hikosan, North Kyushu 


By SHricERo Sucr 





最近 私 は 九州 大 学 農 学部 付属 彦山 生物 学研 究 所 の 黒子 浩 博士 の 御 好意 で , 主として 同 博士 が 彦山 で 採集 され た 
ヤ ガ 科 の 稀 品 若干 を 調査 する 機会 を 与え られ た . その うち 明らか に 新種 と 認め られ る も の を 除き , ここ に 取扱 う 
4 種 の うち の 3 種 は 従来 全く 日 本 か ら 記 録 の な か っ た も の で あり , 1 種 は 過去 に た だ 一 度 本 州 か ら 記 録 が ある が 
日 本 で は ほとん ど 知 られ て いな か っ た 種 で ある と と が 判明 し た の で , こと 写真 を 付 し て 記録 し て お きた い . 貴 
重 な 標本 の 研究 を 委ね られ た 愚 子 浩 博士 に は 厚く お お 礼 申 上げる . 






Timora tosta (MooRE) ト ガ リウ ス ア カヤ が ガマ (X1.7) 
Perigea atronitens Draupr セブ トシ ロホ シン クロ ヨ ト ウ \ (X1.7) 
Maurilia iconica (WarLKER) チャ オビ リン ガ 8@ (x1.7) 

Homodes vivida GusNEE ニ ジ オ ビ ベ ニア ツバ 8 (x 2) 


1) 東京 都 大 田 区 大 森北 4 丁目 14-12 
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Subfamily Melicleptriinae タバ ュ ガ 亜 科 
Timora tosta MooE ト ガ リウ ス ア カヤ ガ ( 新 称 ) 
Proc. zool. Soc. London, 1888 : 411. 


ゃ 。22、 viii. 1954 (H. Kousoko). 

触角 は 糸状 , 頭頂 及び 胸痛 は 一 様 に 淡 灰 褐色 , 前 頭 と 下 居 此 側 面 は や や 紫 褐 色 を お びる . 前 玩 は 次 頂 や や 突出 
し , 外縁 は 後 縁 朋 近く まで ほとん ど 直 線 状 を 呈す る . 前 麹 々 表 は 淡い 灰色 な いし 灰 褐色 で , わずか に ピン ク 色 を 
お び て 見 え , 前 縁 は 淡 黄 色 . 中 室 部 及び 中 脈 の 下方 で は 移 の 基部 付近 か ら 外 緑 に か け て や い ゝ 帯状 に 淡 黄 色 を 呈す 
る ほか 人 後 縁 に 沿う 部 分 は 幅 ひ ろく や や 褐色 を お びている . 検 鏡 す れ ば 麹 表 に は 微細 な 暗色 鱗片 を 散布 し て いる . 
全く 無 紋 で ある が , この 標本 で は 殖 脈 上 外 横線 部 に どく か すか な 褐色 の 微小 な 点 列 を 現す が , 前 緑 部 で は 認め が 
た い . 継 毛 は 黄 白 色 で 基部 に は 濃い ピン ク 色 の 細線 を 走ら せる が , 後 縁 角 付近 で は 縁 毛 の 先端 まで 濃い ピン ク 公 
を 呈す る . 後半 は ほとん と 白色 に 近く , 深い 鞭 白 色 を お び , 横 脈 紋 又は 横線 を 現さ な い . 緑 毛 も 白色 で ある . 裏 
田 前 交 は 黄 白 色 で 玩 脈 は 暗色. 前 縁 部 は 黄 揚 色 で ピン ク 色 を お びる . 後 次 は 前 縁 角 付近 で や や ピン ク 色 を お びる 
ほか 表面 と ほぼ 同様 で ある . 開 張 36mm. 
本 種 は 日 本 産 ヤ が の 中 で は Adisura atkinsoni Mookg アカ ヘリ ヤ ガ と も っ と も 近 縁 で か つ 似 た 外見 を 示す が , 
ー そ う 大 型 で 凌 頂 が より 強く 突出 する と と , 前 縁 部 が 濃い ピン ク 色 を お びな いこ と , 外 横 線 部 に 明瞭 な 黒点 列 を 
現さ な いとこ と , 後 次 が 一 そう 白色 で ピン ク 色 を お びな いと と で 区 別 さ れる . また 本 種 で は 前 脚 の 膝 節 の 末端 に 強 
壮 な 2 本 の 爪 (claw) を 具 え る が , これ は アカ ヘリ ヤ ガ に は 全く 欠い て お り , 属 imora と Adisura の 重要 
な 区 別 点 と な っ て いる . 属 7zzzozg は 主として イン ド を 中 心 に 多数 の 種 を 分 化し て いる が , 東亜 で は ほとん ど 
記録 が な い . 本 種 を イン ト 北 部 に 産 す る zoszg に 同定 し た の は 主として HAwpson (1903) の 検索 表 に より , ま 
た すでに WirgwaN (1911) が 大 和 吉 野 で 1899 年 8 月 に 採集 した 1 @ を こと の 名 で 報告 し て いる と と か ら 一 応 と の 
処置 を と っ た も の で ある . 

本 種 は 以上 の よう に きわ め て 稀 な 種 と 思わ れる が , その 外見 が 一 見 イネ ヨ ト ウ な ど と 誤認 され や すい の で , 今 
後 の 注意 に よっ て 8 の 発見 が 期待 され る . 



























































Subfamily Amphipyrinae カラ ス ョ トウ ウ 亜 科 





Perigea atronitens Draupr セブ トシ ロホ シク ロ ョ トウ ( 新 称 ) 
Mitteil. Mainch. ent. Ges., 40: 94, pl. 6:17, 1950 


ゃ 8. X. 1953 (H. Kosoko). 

頭頂 , 貧 板 の 鱗 刻 は 灰 填 色 で 黄 褐 色 を 混 じ て いる . 下 大 鎖 側面 も 灰 黒 色 で , 環 節 の 端 部 及び 第 2 節 の 下 縁 は 黄 
補色 を 呈し て いる . 肩 板 は ほとんど 灰 黒色 , 胸 背 も 同様 だ が , 前 胸 及 び 後 胸 の 冠 毛 に は 先端 に 強く 黄 褐 色 鱗片 を 
混 ず る . 胴 部 は この 属 と し て は 太く 強壮 で ある . 前 次 地 色 は 濃い くす ん だ 黒褐色 で 光沢 少な く , 亜 基線 , 内 横線 は 
前 続 に ある 淡色 影 に 発する が きわ め て 不明 只 で ある . 環状 紋 も 事実 上 ほとん ど み と め ら れず , わずか に 肖 黄 色 の 
鱗 刻 で が され る が 環 を な し て いな い ・. 前 契 後 縁 部 は 基部 か ら 外 横線 に 至る 間 淡 褐色 鏡 片 を 密 に 混 じ て いる . 腎 状 
紋 は と の 属 に 固有 な 白色 の 小 点 群 に 分 裂 し て いる . 外 横 線 は 腎 状 紋 の 上 方 前 上 に ある 淡色 影 か ら 発し , 微細 な 
湊 宰 色 の 断続 線 と し て みとめ られ る が 明瞭 で は な い . 外 横 線 の 外側 に は 凌 脈 上 に 微少 な 小 白 点 列 を 現 わ す . 前 縁 
部 に は 半 頂 に 向っ て 3 個 の 小 白 点 を も ち , 亜 外 縁 線 も また 不明 瞭 で , 第 2, 4, 5, 6 室内 の 小 白色 影 で 代表 され 
る . 外 縁 に は 小室 内 に 小 白 点 列 を も ち , 縁 毛 は 黒褐色 で 各 麹 脈 部 に 白色 鱗片 を 混 じ て いる . 後 次 は 淡 灰 色 . 次 脈 
は 暗色 , 横 及 紋 は みとめ られ な い . 外縁 部 は 幅 ひ ろく 黒褐色 を お びる . 外縁 は 暗色 に 縁 ど られ , 縁 毛 は 淡 灰 白色 . 
裏面 前 類 は 淡 灰 色 , 前 縁 部 及び 外縁 部 は 暗色 鱗片 を 密 布 し , 亜 外 縁 部 に は 幅 ひ ろ い 褐色 帯 が 前 綾 か ら 後 線 ま で 走 
り , その 内 方 に も これ と 平行 する 褐色 条 が 第 2 室 ま で 走っ て いる . 横 脈 紋 は 暗色 を 星 する . 後 現 も 地 色 や や 淡色 , 
横 脈 紋 を 欠く ほか 前 次 と 似る が , 暗色 帯 は 後 縁 角 に 向っ て 消失 し , その 内 側 の 暗色 条 は 不明 瞭 で , 第 4 脈 付近 で 
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1964] TYO TO GA (82) 
ーー 
消失 し て いる . 開 張 35mm. 

木 種 は 日 本 産 の Perzgeg の 中 で は 。 前 次 が 黒褐色 を 星 す る と と で も っ と も アア . cyclica Hamesox シロ ホシ ジグ 
ロ ョ トウ に 似 て いる が , 体 は 太く 強壮 で 前 次 に 銅 色 の 光沢 が な く , 各 横 線 が 不明 内 な こと と, 麹 表 の 淡色 部 が 純 
白色 で な いと と , 環状 紋 が 環 を も た な いと と , 後 燃 の 基 方 約 8 が 淡色 で ある とこ と に よっ て 直ちに 識別 され る ・ 

Perigea atronitens DsAopr と いう 易 は 比較 的 近年 に Draupr (1950) に よっ て 中 国 の Hoeng-shan で 採れ 


た た だ 1 9 (20.v.1933, HH. HanE leg.) に よっ て 記載 され た も の で , 彼 の 示し た の 写真 と と の 彦山 の や と は 
きわ め て よく 一 致し , 外見 に 関す る 限り 疑い の 余地 が な い . 従っ て 本 種 の $ は な お 世界 的 に 未知 で ある ・ 








Subfamily Westermanniinae リン ガ 亜 科 
Maurilia iconica (WW ALkER) チャ オビ リン ガ ( 新 称 ) 
List Lep. Het. B.M,, 13: 992, 1857. 


6, 7. vii. 1956 (H. Kuroko). 

8 の 触角 は 微 毛 状 , 下記 雌 末 節 は 長く , 第 2 節 と ほとん ど 等 長 , 細く 先端 に 向っ て や や ぁ く ら み , 赤褐色 で 白 
色 鱗 片 を 混 ずる . 頭頂 及び 胸 背 は 茶褐色 , 腹部 背面 は 灰 褐色 , 胸部 及び 腹部 腹面 は 白色 , 脚 部 に も 白色 鱗片 を 強 
く 装 っ て いる . 前 現地 色 は ほぼ 一 様 に や や 赤 味 を お び た 茶 褐色 , 各 横 線 群 は 紫 褐 色 で ある ・ 内 横線 及び 外 横線 は 
平行 する 各 2 本 の 横線 か ら 成 り , 内 横線 は 中 脈 付 近 で 外 方 に 曲り の ち 更 に 内 響 し て 後 縁 中 央 付近 に 終る . 外 横 線 





外縁 線 は 波状 で 前 半 や や 不明 瞭 だ が , 第 7 - 9 室内 に 直線 状 に 並ん だ 3 個 の 小野 点 が 顕 着 で ある ・ 外縁 部 は 中 央 付 
近 で わずか に 紫 褐 色 を お びる . 後 凌 は 湊 灰 褐色 で ある が , 半 透 明 状 で 閉 脈 は 暗色 を 呈し 外縁 部 は か な り 暗 色 を 
お びている . 多 毛 は 灰白色 . 開 張 34mm. 

属 Maurilia MocscnreR は 日 本 か ら は 全く 始め て の 発見 で ある が , 近 縁 の Carea, 4zzefg な ど と 共に イン ト 
マレ ー 地 区 か ら ア フリ カ に か け て 栄え る リン ガ 亜 科 の 1 雑 を 形 づ さく る も の で ある ・. 日 本 の リン ガ は , 全体 的 に 見 
れ ば 全く 分 布 の 周辺 的 な 性 格 を も つも の で 日 本 を 含む 東亜 特産 の 属 , Gelastocera, Macrochthonia, Hypocarea 
な ど は お そら く 上 記 の 群 と 何ら か の 関係 を も つも の と 考え られ る . Maurilia icomica は イン ド , セイ ロン, ビ 
ジニ ジー ジェ 2 チュッ て ドラ MI ニュ アテ ギ その オー スト ラリ ア , サモ ア に 分 布 し , 日 
本 の 近隣 で は 中 国 の 中 部 か ら も 記録 が か ある (Hawpson, 1912). 

本 種 の 幼虫 は イン ド で は すでに 調べ られ て お り その 食 樹 は Soreg robusta (ブタ バ ガ キ 科 ), Tectona 
grandis (クマ ツ ヅ ラ 科 ), 4zogezsszs latifolia と な っ て いる (GAkspnNEm。 1941). 本 種 が 日 本 の 土着 種 で ある か 
否 か に は 若干 の 吟味 が 必要 で ある か も し れ な い ^・ 











Subfamily Othreinae 
Homodes vivida GuENEE ニ ジ オ ビ ベ ニア ツバ ( 新 称 ) 
Spec. Gen. Lep.,7: 280,1852. 


8 。1. vii. 1951 (A. Hasu); @, 7. viii. 1954; ゃ 。 21. ix.。 1955: 8 , 28. vii. 1959 (HH.Kosoko). 

8 の 人 触角 は 微 毛 状 , 頭頂 及び 頸 板 は 肖 紅 色 , 下 唇 猪 側面 は 淡紅 色 , 胸部 腹面 , 前 中 脚 側面 も 同様 に 淡紅 色 の 毛 
で 被 わ れる . 胸 背 は 科 黄 色 , 腹 背 は 黄 福 色 で 淡紅 色 の 鱗片 を 密 布 し て いる . 前 粉 地 色 は 濃い 椅 黄 色 , 前 妹 は 到 端 
部 約 15 を 除き 灰 黄色 を お びる . 前 縁 の 下部 は 半 端 に 至る まで 湊 紅 色 を 星 し , 基部 か ら 内 横線 の 基部 まで の 間 , 金 
属 光沢 の ある 紫 紅 色 鱗 片 を 帯状 に 連ね る . 内 横線 は 地 色 より ゃ 濃い 椿 黄 色 を 呈し 中 室内 及び 第 1 脈 上 に は わずか 
に 紫 紅 人 色 鱗 を 混 ずる . 中 横線 は 紅 柴 色 の 金属 鱗片 か ら 成り , 前 縁 の 下 で 鋭く 内 方 に 曲り , 以下 ほぼ 直線 状 で 後 線 
に 到 る . そ の 外 方 中 室 端 部 に は 上 角 及 び 下 角 に 各 1 個 の 同色 の 小 点 が ある ・ 外 横線 は 前 縁 の 下 で 外 方 に 斜 走 する 革 
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紅色 鱗片 に 発し , 紅色 で ジグ ザ グ 状 だ が あま り 明 瞭 で な く , 壮 用 上 に 連なる 紫 紅 色 鱗片 の 点 列 で 代表 され る 。 重 
外縁 線 も 同様 に 断続 する 紫 紅 人 色 線 列 か ら 成り , 外縁 より 僅か 内 方 に も 同色 の 所 続 する 細線 列 が ある が 人 金属 光沢 を 

も た な い . 外縁 は 暗 紫 紅色 , 縁 毛 は 淡紅 色 を 星 する . 後 贅 る 前 贅 と 大 体 同様 で ある が 内 横線 を 欠き , 外 横 線上 に 
ある 紫 紅 色 点 列 は 前 次 より も 一 そう 大 きく , 強く 隆起 し て 見 え 交 沢 が 強い . 亜 外 縁 部 ) 外縁 及び 縁 毛 は 前 交 と 全 
く 同 じ で ある . 裏面 は 前 後 門 と も 淡 鞭 色 で , 淡紅 色 を お び , 特に 淡 紫 色 の 内 横線 か ら 外 方 は 一 様 に 淡紅 色 を お び 
て いる . 開 張 27mm. 

本 種 は や や 特異 な 細い 前 効 を も ち 。 半 頂 は や や 外力 へ 突出 し 前 後 将 と も 中 室 は 小さ く , その 長 さ は 前 麹 で は 
交 長 の 約 2 後 凌 で は 約 3 くら いで ある こと , 前 頭 中 央 に は 小さ な 円 雛 状 の 突出 部 を も ち , その 上 方 触角 茶 部 
と の 間 に 横 に 走る 敵 状 の 隆起 を も つこ と , 前 後部 と も 横線 に 沿っ て 金属 的 光沢 を も つや や 隆起 し た 鱗片 群 を 有 す 
る と と な どか ら 属 万 ozzoges GugnEE の 1 種 で ある と と が 明白 で ある . 彦山 の 標本 は 悦 の 模式 種 で ある crocea 
GogNEE (ジャ ワ , セレ ベス , セイ ロン 等 に 分 布 す る ) に も か な り よ く 一 致す る が , 小型 で ある と と 。, 前 後 超 の 
外 横線 上 に る 金属 鱗片 の 点 列 が ある と と , 中 室内 及び 中 室 端 部 に 顕著 な 金属 鱗片 群 を も た な いこ と な ど か ら 
HAwpso (1894) に 従っ て と れ を 一 応 vvida の 方 に 同定 し た も の で ある . 既知 分 布 は イン ド 及 び セ イロ ン で あ 
る . 

と の 美しい 小型 の アッ バ は , 彦山 で は 数 年 に わた る 間 に 4 頭 が 採集 され て いる の で , 今後 の 注意 に よっ て な お 
新 産 地 が 見 付か る も の と 思う . 

本 文 に 記録 し た 標本 は すべ て 彦山 生物 学研 究 所 に 所 蔵 さ れる . 























ミド リン ジミ の 新しい 異常 型 
桜 井 乃木 幸 リ 


An aberrant Form of Neozephyrus 
tazila japonicus 


By Nocryukr SAkuRAr 


1964 年 7 月 18 日 。 宮城 県 宮城 郡 七 北 町 松森 の ハン 
ノ キ の 樹 上 で 採集 し た ミド リ シ ジ ミ Neozephyrus 
tazila japonicus Murray の な か に 新しい 異常 型 と 思 
われ る も の が ある の で と と に 報告 する . 

その 個体 は AB 型 ゃ で, 砲 表 は 正常 で ある が , 裏面 
に お いて 後 炊 肛 角 部 の 棒 赤 斑 が 完全 に 白色 に お きか え 
られ て いる . その 他 , 裏面 の 地 色 が 正常 型 に 較べ て 心 
持 注 く 感じ られ , 又 や や 大 形 で ある が , と これ は 単なる 
個体 変異 の 範囲 に ふく まれ る も の で あろ う . 

字 真 は 正常 型 と の 色彩 の 差 を 示し た も の で ある . 
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